
製造現場では、導入した設備に起因する故障や設備の過剰投資となっている事例
も散見されております。設備ユーザー、設備メーカー双方の知見があるDMG森精
機株式会社 下川勝久 氏 には、設備のライフサイクルを通して価値を生み出す
考え方について、テクニウム株式会社 山村 英介氏 には、DMG森精機株式会
社の具体的な取組みについて、ご講演いただきます。さらに、講演後は工場見学
を通して、具体的な取組みをより実感していただく企画となっています

講演者 の ご 紹 介

価値を生み出し続ける設備の条件
～DX時代の本質に迫る～

DMG森精機株式会社 専務執行役員
製造・生産技術・TQM担当

下 川 勝 久 氏

【プロフィール】

・1981年日本電装（現デンソー）に入社

・生産技術を長く経験。その後、タイ製造拠点長、エアコン
 事業部長などを経て、「チーフモノづくりオフィサー」として
 生産全般を統括

・2023年DMG森精機に入社後は、設備ユーザーと
しての経験を活かし、提供する側として製造全般
に従事

ト ッ プ 講 演 会 ＆ 工 場 見 学 会

案

・経営者向け講演会
・経営者

昨今の製造業において、若者の製造業離れと労働力人口減少にともなう「人手不足」、熟練技能者からの「技術・技能伝承」、
「DX化（IoT・ICT・AI）の急速な革新」、「設備の自動化や高度化の促進」、また相反して起きている「設備高経年化・老朽化」
など、設備を取り巻く環境が変化している。これらの対応にくわえ、製造現場では、導入した設備に起因する故障や設備の過
剰投資となっている事例も散見されております。本講演会では、設備ユーザーでの貴重な経験を設備づくりに活かしておられ
る、DMG森精機株式会社 下川勝久 氏 に、設備のライフサイクルを通して価値を生み出す考え方について、ご講演いた
だきます。さらに、事例紹介と工場見学を通して、具体的な取組みをより実感いただく企画となっています

―DXを推進するために必要なことは―

2025年11月5日（水）
 

DMG森精機株式会社
伊賀事業所 （三重県伊賀市）

製造業の経営層、工場長が知っておきたいDXとは？

現場のDX推進を加速させる仕組みやＤＸ成功事例が一堂に集結！

未来を拓くヒントがここにある！！

「MX（ﾏｼﾆﾝｸﾞ・ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）による生産プロセスの変革」
・設備導入後ライフサイクルを通して、どれだけその設備が価値を生み出すかが重要です

・いかに稼働率を上げられるか、生産性を向上できるか、資源・エネルギーを節減できるか、変動に柔軟に対応できるかがカギです

・MXと称した取り組みで、それら課題の解決を目指しています

・本講演では、MXの柱である工程集約・自動化・DXについて、そのコンセプトや具体事例をご紹介します

基 調 講 演

2025年11月5日（水）
 

DMG森精機株式会社
伊賀事業所

（三重県伊賀市）

DMG森精機株式会社 専務執行役員
製造・生産技術担当

下 川 勝 久 氏

【プロフィール】

・1981年日本電装（現デンソー）に入社

・生産技術を長く経験。その後、タイ製造拠点長、エアコン
 事業部長などを経て、「チーフモノづくりオフィサー」として
 生産全般を統括

・2023年DMG森精機に入社後は、設備ユーザーと
しての経験を活かし、提供する側として製造全般
に従事

事 例 紹 介 「止まらない設備」をめざす設備管理DX
ブルーメンシュテンゲル

健太郎 氏 ・TPMの柱である自主保全、品質保全、教育訓練を現場に根づかせるために、
デジタル作業手順書、品質点検、稼働監視、技能トラッキングなどの仕組みを
導入しています

・本事例では、人材不足や属人化といった課題に向き合う現場の取組事例を
ご紹介します

工 場 見 学

DMG森精機が提案する工程集約・自動化・GX・DXへの取組みを実践した最先端工場（組立工場、
精密加工工場）を見学します

MX（ﾏｼﾆﾝｸﾞ・ﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ）を推進した工場の見学

DMG森精機株式会社
執行役員 CO商品統括部部長
TECHNIUM社長

～TPMの実践を支える人と仕組みづくり～

詳細はこちら
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◆お申込み方法

お申込みは、公益社団法人 日本プラントメンテナンス
協会ホームページ内イベントサイトよりお申込みください

https://info-jipm.jp/f/20251105-2/

⚫ 派遣窓口ご担当者、および参加者が「参加申込み規定」に
同意したうえで、上記WEBサイトよりお申込みください。FAX
でのお申込みはできません

⚫ お申込みの際は、お申込みWEBサイトに記載の注意事項
の内容をよくご確認のうえお申込みください

⚫ 開催の２週間前より以下2点をメールにてお送りします
・参加者様宛：受付票
・派遣窓口様宛：請求書

⚫ 請求書に記載の銀行口座にお振込みください。なお、振込
に関わる手数料は貴社にてご負担ください

◆参加料（税込み）

⚫ 会員価格の適用には、公益社団法人 日本プラントメンテ
ナンス協会（正会員・事業所会員）、もしくは一般社団法人
日本能率協会（法人会員・協賛団体会員）の会員であるこ
とが必要です

会員ご入会の有無は、下記WEBサイトにてご確認ください
• 公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会

<https://www.jipm.or.jp/company/memberlist/>
• 一般社団法人 日本能率協会

<https://list.jma-member.com/>

会員以外の方は、
この機会にぜひ当会会員へのご入会をご検討ください

会員価格
￥52,800-/名

（参加料、バス代、昼食代、テキスト代を含む）

一般価格
￥64,900-/名

（参加料、バス代、昼食代、テキスト代を含む）

検討中（バス代上乗せ）
会員：49,500円
一般：70,500円
懇話会会員：11,000円（バス実費分のみ）

◆精密加工工場は、世界の最新技術と、48台の工作機械が稼働するスマートファクトリー
自社の設備を活用した工程集約と先端自動化技術で、高精度・高効率な大物部品の加工を実現

◆組立工場は、様々な工作機械を生産
タクト生産システム、最新鋭のデジタル生産機器、リアルタイムの品質管理により、リードタイムを大幅に短縮

DMG森精機 伊賀事業所 取組みのご紹介

⚫ 参加人数には定員がございます

⚫ 1社2名までのお申込みでお願いします

⚫ 受入審査がありますのでお早めにお申込みをお願いします
(審査後に、参加可否を改めてご連絡します)

見どころを検討中

例：スマートファクトリー化
効率性の高い生産方式

    設備導入による生産集約。
加工時間、据付面積が従来比50％減

工作機械をIoT化し、機械の稼働状況をリアルタイムに把握することで
生産性向上、DX化した工場の最新の取組みを見学

DMG森精機 伊賀事業所

工程集約 自動化 DX

TEL 052-561-5634  
E-Mail jipmchuubu@jipm.or.jp

問合わせ 公益社団法人 日本プラントメンテナンス協会 中部事務所

〒450-0001 名古屋市中村区那古野1-47-1 名古屋国際センタービル21階

⚫ キャンセル規定
開催当日～7日前の参加取消し ：参加料全額
※ キャンセル・変更は、以下URLよりお願いいたします。

<https://info-jipm.jp/contact/>
お問い合わせ＞イベント申込み後のお問い合わせ

０８：３０ 名古屋駅に集合。バスで移動

１０：２０
～１０：３０

DMG森精機株式会社 伊賀事業所 到着 ・ 開会

１０：３０
～

１１：１５

１１：１５
～
１２：００

１２：００
～１３：００

昼食（お弁当をご用意しております）

１３：００
～１５：３０

１５：３０
～１６：００

１６：００ 閉会

１８：００ 名古屋駅到着・解散

ス ケ ジ ュ ー ル

10:30-11:15

12:00-13:00

13:00-15:30 

昼食（お弁当を用意しています）

質疑応答

09:30-10:30

15:30-16:00

名古屋駅集合・バスで移動

16:30-18:00 バス移動・名古屋駅解散

工場見学

10:30-12:00 事例紹介

基調講演

8:30-10:30 名古屋駅集合・バスで移動

10:30-11:15 基調講演

10:30-12:00 事例紹介

12:00-13:00 昼食（お弁当を用意しています）

13:00-15:30 工場見学

15:30-16:00 質疑応答

16:00-18:00 バスで移動・名古屋駅解散

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取組 み の
紹 介 動 画

伊賀事業所の取組み
紹介動画は、こちら伊賀事業所の取組み

紹介動画は、こちら
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